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'よ約10％であったので，利益率の上昇が見られる。
1988年の時点でも特に日用雑貨における多国籍企業の製品が見られるが
2012年では日用雑貨や食品等において多国籍企業の製品がさらに増えており，
サリサリストアでも多国籍企業の製品を入手できるようになっている。また，
セントラルウェアハウスでも多国籍企業の製品を多く扱っているとのことで
あったが，日系企業の製品では，味の素，日清食品，マンダム，ＪＴのマイル
ドセブン，等が扱われていた。なお，サリサリストアのオーナーの商品購入
ルートはコミュニティストアに注文する方法と，ハイパーマーケットなどのモ
ダントレードに直接買い付けに行く方法があり，コミュニティストアの在庫に
ないものでもサリサリストアで販売されている例が数多く見られる。
近年のサリサリストアの特徴のひとつは，多国籍企業の商品の多さが挙げら
れるが，コミュニティストアでは後述されるハピノイ・ブランドのＰＢ商品や，
ＣＡＲＤＩｎｃが資金援助をしたメンバーのビジネスによる製品（飴，パン，フ
ルーツジュースなど）も販売されている。フィリピン産の製品（ハピノイ・ブ
ランドのＰＢ商品）や近隣のバランガイで生産された製品（ＣＡＲＤＩｎｃメン
バーの起業ビジネスによって製造された製品）が売られていることは，2012年
の特徴であろう。
２－２－３ＣＡＲＤInc.のサリサリストアの発展戦略とハピノイ・ブランド
ＣＡＲＤＩｎｃとMicroVenturesは，サリサリストア（スキストア）を通じて
女』性たちの自立，起業，経営を支援している。MicroVenturesの持つ，サリ
サリストア（スキストア）のネットワークを活用しMicroVenturesはサリ
サリストアの発展戦略とハピノイ・ブランドの構築を試みている。ここに挙げ
る「Hapinoy＋ＲｏａｄMap」の例は2012年３月の時点での事例であり，今後さ
らに発展させていく予定とのことである。
l）ハビノイ・ブランド（HapinoyBrand）の製造・販売
コミュニティストアにハピノイデリバリーセンターから配達される商品の
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多くはフィリピン産でないものが多く，タイや中国などからの輸入品も多々
見い出された。こうした傾向に対して，MicroVenturesではフィリピンで
製造された製品（2012年の時点でバナナケチャップ，酢，麺など）をハピノ
イ・ブランドのＰＢ製品として製造しセントラルウェアハウスにストックす
ることを始めている。ハピノイ・ブランドを製造する生産者はＣＡＲＤＩｎｃ
メンバーであることが多い。
２）MicroProducer（小規模生産者）システムの構築
また，このシステムではMicroVenturesを通して,ＣＡＲＤInc・のメンバー
の人たちが，サリサリストアで販売する製品の開発と生産を主要業務として
ＣＡＲＤＩｎｃの資金援助により起業したビジネスを発展させる仕組みとなっ
ている。この仕組みでは，サリサリストアで需要のある製品を，ローカルの
バランガイで製造しセントラルウェアハウスに卸す方法であり，2012年の
時点で既に行われている。例えば,2007年にＣＡＲＤIncのMicroentrepreneur
賞を受賞したDBanaag氏の場合，フィリピン産である果物のタマリンド
を原料とした飴とパンを製造するビジネスで成功し２２人の正規雇用と５人
の季節雇用を実現している。また，同じく2007年に受賞しているＶ、
Coronado氏の場合，フィリピン産の果物を原料としてフルーツジュースを
製造し，２０人の正規雇用を実現している24)。このようなMicroProducerに
はまだ市場の知識や製品知識が不足しているため，MicroVenturesや
Foundationがサリサリストアから発注される製品やバランガイの顧客の
ニーズにより適合した製品を効率的に製造できるように支援をしより多く
の女`性たちの自立を促すことにつなげている。
３）Medicines（薬品部門）システムの構築
ユニラポ（Unilab）はフィリピンで最大の製薬企業であるとコラポレー
ションし，小分けした薬を売ることのできるサリサリストアを増やしバラ
ンガイでもより多様な薬の購入が可能となるように計画している。ユニラポ
－４３－
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とのコラポレーションにより，バランガイでのデング熱予防をサリサリスト
アを通じて進めていくことを目的としている。現在，薬品販売が可能なサリ
サリストアは約2,000店舗あり，将来的にはさらに2,000店舗増やし，地域に
貢献していく予定である。サリサリストアで薬品販売を可能にするために
は，PhilippinePharmacistsAssociatiｏｎとMicroVentureslncが協力して
行っている研修を一定期間受け，その研修を修了し"RationalDrugUse
Training"の認定証を受ける必要がある。この認定証を持つサリサリストア
のみ，薬品（フィリピンで通常の薬局で購入できる「Overthecounter（処
方菱がなくても購入可能な薬）の薬」のみ）販売が可能となる。また，１週
間継続して服用し続ければいけないのに資金がないので１日分しか買わな
いという問題が起こる可能性があるため，継続して摂取する必要のある薬
や，抗生物質などのような処方菱が必要な薬品は研修を修了しても販売する
ことはできない。
４）Solar（太陽光発電）システムの構築
ＭＩＴとのコラポレーションにより，サイズの小さいソーラーパネルを開
発し，１００～300ペソで売る予定である。ソーラーパネルの導入によりイン
フラの整っていない地域でも電気が使えるようになる。現時点では，ソー
ラーパネルは中国製であるが，MicroVenturesは，いずれはフィリピン国
内での生産を目指している。ランプ用のソーラーシステムが安く購入できれ
ば，電気をつけて夜でも仕事や子供の勉強も可能となるという利点がある。
ソーラーパネルは，常時サリサリストアにストックする製品ではなく，サリ
サリストアが顧客からオーダーを取り，コミュニティストアに発注をする仕
組みとなる。
５）ＳＭＡＲＴＭｏｎｅｙ（携帯電話を通じた送金）システムの構築
サリサリストアのネットワークと金融サービスを活用して，携帯電話から
送金できるシステムを構築しようとしている。システムは中央銀行により管
－４４－
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理される予定である。
以上のｌ）～５）のMicroVenturesとFoundationの試みは，サリサリス
トアがバランガイの需要や社会の需要に応じた「地産地梢のシステム」への発
展に貢献している。特にハピノイ・ブランドのＰＢ製品を製造する生産者は
CARDInCによる資金援助とアドバイスを受けて起業したメンバーが関係し
ているため，ハピノイ・ブランドのＰＢ製品の生産や，セントラルウェアハウ
スに卸す商品を生産するこうした現地のマイクロビジネスの成功は，現地での
サステイナブルな自立的ビジネス生態系の構築と発展に貢献している。
フィリピンではどのような田舎でも，各バランガイに数店舗存在するサリサ
表４今後サリサリストアに期待される役割
－４５－
実際に起こりうる問題 期待される役割
DisasterResponse 洪水などで被害があった時
に 急に不足するものが
多々ある 。
急に不足した生活必需品を
サリサリストアのネットワ
－クを用いて，コミュニティ
ストアから調達したりする
ことにより，素早く補充がで
きるのではないか。
HumanTrafficalert フィリピンでは，マニラで
仕事があると言われて子供
がマニラに連れて行かれ
て 予期せずChildLaborに
されたり売春させられたり
するケースが実際にある。
バランガイのコミュニティ
に根付いているサリサリス
トアだからこそ，このような
問題をサリサリストアのネ
ットワークで防げ，Visayan
Forum 25） との協力が可能に
なるのではないか。
CondilionalCashTransfer Higbsclloolの４年|Ｍ１の食珈
の費用がかさむため，Ｈｉｇｈ
サリサリストアを通じた
ConditionaICashTransferで
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出所：ＣＡＲＤ本社およびMICROVentures，ＭＪＬｕｉｚ氏とのヒアリング調査より作成
リストアであるからこそ，無視しえない独自の社会的役割も存在する。Micro
Venturesは，表４に示されているようにサリサリストアが地域に根付いた
稠密なネットワークを構築することによって，新たな社会的役割を一層担って
いくことを今後の戦略的課題としている。
Ｓまとめ
本論文は，新興国におけるＢＯＰ層の貧困解消に向けた現地独自のビジネス
生態系の開発の視点から，フィリピンにおけるＣＡＲＤＩｎｃによるサリサリス
トアの発展戦略を検討してきた。上述の調査分析結果に見られるように農村
でのサリサリストアのシステムはＣＡＲＤＩｎｃによるマイクロファイナンスと
ビジネスサービスを背景に合理化され，収益力を高めてきた。そして一部のサ
リサリストアはインフォーマル・セクターからフォーマル・セクターへの発展
を遂げてきた。しかしながら他方では，こうしたサリサリストアの販売品目
の構成を吟味すると，コカコーラやネスレ，さらには味の素のような多国籍食
品企業やたばこ企業，またユニリーバを代表とするトイレタリー系の多国籍企
業の製品が増加してきた。たしかにこれによって，これら多国籍企業の製品は，
小分けで販売され，低所得の現地ＢＯＰ層でも購入可能なように工夫されてい
る。しかしながら，こうした製造業，小売業を問わず多国籍企業がグローバル
な規模での生産と調達のネットワークを通して現地のインフォーマル・セク
ターに持ち込んできた商品群は，現地の「地産地消型の自律的ビジネス生態系」
を無視しえない程度に侵食してきた。
－４６－
schoolに進むことをあきら
める場合が多い。
一時的に食費を補助する
とにより
￣
Highschoolを続
けることが可能になるので
はないか。
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こうした視点からすれば,Praharad(2002),PraharadandHammond(2002)，
Lodge（2002)，等に代表されるいわゆる多国籍企業のＢＯＰ戦略バージョンＩ
型は現地の自律的ビジネス生態系を補完，発展させるものとはいえないように
思われる。また，Ｈart（2007）が示唆する，現地の知恵を活用するバージョ
ンⅡ型も，多国籍企業のグローバル・バリューチェーンを前提としたものであ
る限りにおいて，現地の自律的ビジネス生態系を発展させるものとは必ずしも
いえない。
こうした傾向に対するＣＡＲＤＩｎｃの対抗戦略は，現地独自のＰＢ（Private
Brand）製品の開発や小規模生産者による，「地産地消型のビジネス生態系」
の再構築を図ることにある。
こうした試みが成功すれば，農村の崩壊と都市のインフォーマル・セクター
の拡大のメカニズムから，農村におけるフォーマル・セクターの構築と安定就
業層の拡大のメカニズムへの展望が切り開かれることにつながる。
同時に現地ＮＧＯ（PBSPおよびＣＡＲＤ）にとっても，多国籍企業との協
働を通して，バランガイの貧困層を顧客や消費者としてだけではなく，彼らの
知恵や起業家精神を取り込みながら，技術的により現地に適応した製品やサー
ビスの開発と生産にパートナーとして参加させていく仕組み作りも必要`性を増
してきている。その際，重要な点は，現地ＮＧＯによる現地コミュニティをベー
スとした自律的ビジネス生態系とＢＯＰ層の経済的自立化戦略にとって，サリ
サリストアが重要な結節点としての役割を果たしうることである。
逆に，こうした試みに対する最大の課題は現地でのＣＡＲＤＩｎＣをはじめ
とするＮＧＯの取り組みに対して，優れた経営資源を有する日系企業を含む外
資系多国籍企業がどのように協働の仕組みを主体的に開発するのかという点に
あり，まさにこの点において多国籍企業のソーシャル・ビジネスとしての
BOP戦略の真価が問われている。
注
１）サリサリストアのサリサリとは，現地タガログ語では，varietyを意味する。
－４７－
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したがって，サリサリストアの営業形態は日本のコンビニエンスストアに類似
している。ただし，顧客は現地コミュニティの低所得層が主な対象となるため，
販売品目もたばこ１箱ではなく，小分けされてたばこ１本，また米，小麦や砂
糖，油，さらにはシャンプー等も小分けされて販売されている。
林悼史（2012a)，pp269-273・
林悼史（2012b，2012c）において，同国のフォーマル・セクターとインフォー
マル・セクターに関する実態と関係'性の分析，および文献紹介がなされている
のでご参照いただきたい。
日本の総人口に占める農家人口の割合は，2011年現在，4.8％，米国の2005年の
全就業人口に占める農業部門就業者の比率は，2005年現在，の1.7％である（総
務省統計局資料，およびジェトロ調査（http://wwwjetrogojp/jfile/report／
05001523/05001523-OOl-BUP-Opdf)。
ＣＡＲＤのミッションは，1999年以降。下記のように更新されているが，下線に
示されているようにあくまで貧しい女性とその家族の自立が基本にある。
"Empowersociallyandeconomicallychallengedwomenandfamiliesthrough
2）
3）
4）
5）
continuousaccesstofinancial,microinsurance,educational,livelihoodhealth
andothercapacity-buildingservicesthateventuallytransfOrmtheminto
responsiblecitizensfOrtheircommunityandtheenvironment；Ｅｎａｂｌｅｔｈｅ
ｗｏｍｅｎｍｅｍｂｅｒｓｔｏｇａｉｎｃｏｎtrolandownershipoffinancialandSocia１
developmentinstitutions,；Partnerwithappropriateagencies，private
institutions,andpeopleandcommunityorganizationstofacilitateachievement
ofmutualgoals.,,（CARDMRIウェブサイトより)。
こうした活動が評価されて，アジアで傑出した社会貢献をした人に与えられる
RamonMagsaysay賞が，2008年にＪＡＡｌｉｐ氏に授与されている。
CARD,Inc・ウェブサイト（http://cardbankphcom/wp-cardbankph/､go/）より。
ＣＡＲＤMRI本部でのヒアリング（2009年３月,2011年８月29日,2012年３月24日）
ＣＡＲＤＭＢＡウェブサイト（http://cardbankphcom/wp-cardbankph/mba/）
林悼史（2012a)，pp273-274
林悼史（2012c，2013a2013b)．
Heinz（2010)，および林（2012c;ｐ77)．
ここでの不安定就業層とは，インフォーマルセクターに就業する大部分と
フォーマルセクターに就業する短時間・有期雇用者を含む。新興国固有のイン
フォーマルセクターおよび不安定就業層の概念については．林（2012c2013a）
の『経営論叢ｊに掲載されている論文を参照されたし。
2009年時点における，食品日用雑貨業態別売り上げシェアに占めるスーパー
マーケットおよびハイパーマーケットの比率は20％，そしてサリサリストア
の比率は69％となっている（ジェトロ・マニラ事務所『フィリピンにおけるサー
6）
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ビス産業基礎調査」2011年３月：／/wwwjetrogo・jp/jfile/report/07000689/phil＿
serviceindustry-researchpdf)．
ＣＡＲＤＭＤＩでのヒアリングによると．約70万と言われているが，50-100万の
範囲内にあることは確かであるとのことであった（2012年３月24日)。
マイクロファイナンスローンの分野別構成比は以下の通りとなっている。製造
加工（23.2％)，農林業（22.6％)，貿易（21.1％)，家禽・漁業（18.2％)，小売店
舗（11.4％)，その他（3.5％）（GrameenBank,AnnualReport2011)。
創業者のうちの１名のＭ・ＪＲｕｉｚ氏はMicroVenturesを立ち上げる前にはユ
ニリーバで勤務しており．ユニリーバのサプライチェーンを理解している人物
である。
BIR（http://www・bir､govph/home・htm）とはフィリピンの内国歳入局とよば
れる政府組織の一つである。
Ｍ・JRuiz氏からのヒアリングより。
"Sukrは，タガログ語で「お得意様」のことを意味する。
この数字は「スキストア」のみを数えた数であり，「サリサリストア」全体の数
ではない。
ハピノイデリバリーは，2010年から2012年までMicroVenturesの傘下であっ
たが2012年からはPartnerが経営している。デリバリーのエリアを拡大して
おり，４０エリアにまで拡大している。
Ｍ・ＪＲｕｉｚ氏からのヒアリングより。
ＣＡＲＤ本部でのヒアリング調査より（注３を参照)。
VisayanForumウェプサイト（http://www・visayanfOrumorg/portal/)．
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